
　
7
月
12
日
、
星
の
見
え
る
丘
農
園
（
谷

田
）
で
、
南
那
須
保
護
区
保
護
司
会
主
催

の
那
珂
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
保
護
司
や
栃
木
ダ
ル

ク
入
寮
者
な
ど
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
栃
木
ダ
ル
ク
（
N
P
O
法
人
）
は
、
薬

物
依
存
症
者
と
そ
の
家
族
へ
の
回
復
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
、
今
回
の
交

流
会
は
、
入
寮
者
の
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の

農
作
業
を
保
護
司
と
一
緒
に
行
う
こ
と
で

人
と
の
関
わ
り
に
慣
れ
、
社
会
復
帰
の
準

備
へ
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
夏
の
日
差
し

が
照
り
つ
け
る
中
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
な

ど
で
汗
を
流
し
、
そ
の
後
の
会
食
で
は
手

作
り
の
カ
レ
ー
を
囲
み
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
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小
川
小
学
校
同
窓
会
主
催
に
よ
る
第
61

回
塩
那
少
年
野
球
大
会
が
町
内
外
16
チ
ー

ム
出
場
の
も
と
、
7
月
16
日
、
17
日
の
2

日
間
、
小
川
運
動
場
ほ
か
2
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
開
会
式
で
馬
頭
ク
ラ
ブ
の
益
子
亮
太
主

将
（
馬
頭
小
6
年
）
に
よ
る
選
手
宣
誓
の

後
、
各
会
場
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
懸
命
な
プ
レ
ー
に
保
護
者

の
声
援
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
　
勝
　
馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
 

準
優
勝
　
小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
 

第
三
位
　
烏
山
ク
ラ
ブ
 

第
三
位
　
矢
板
西
部
ク
ラ
ブ
 

　
例
年
よ
り
も
早
く
梅
雨
明
け
し
、
夏
本

番
の
強
い
日
差
し
の
照
り
つ
け
た
7
月
17

日
、
小
川
地
区
で
地
元
保
存
会
主
催
の
山

車
巡
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
小
川
公
民
館
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、

山
車
巡
行
の
無
事
を
祈
願
し
て
、
2
台
の

山
車
の
上
で
お
囃
子
が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、

大
人
や
子
ど
も
た
ち
に
引
か
れ
た
山
車
は

巡
行
に
出
発
し
ま
し
た
。
お
囃
子
の
太
鼓

と
笛
の
音
が
町
内
に
響
き
渡
り
、
祭
り
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 

　
7
月
23
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
て
第
61
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
南
那
須
地
区
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
、
管
内
の
保
護
司
や
民
生
委
員

児
童
委
員
な
ど
関
係
者
約
2
0
0
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
 

　
大
会
で
は
、
南
那
須
保
護
区
保
護
司
会

長
の
笠
井
一
夫
さ
ん
が
犯
罪
を
防
止
し
、

非
行
の
あ
る
少
年
の
立
ち
直
り
を
支
え
る

に
は
、
地
域
全
体
で
温
か
く
見
守
り
、
育

成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
法
務
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、
ま
た
、
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優

秀
賞
栃
木
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
賞
を

受
賞
し
た
瀬
谷
陽
菜
さ
ん
（
馬
頭
西
小
6

年
）
の
作
文
「
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

那
珂
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
 

フ
ァ
ー
ム
交
流
会
 

小
川
地
区
で
山
車
引
き
 

第
６１
回
塩
那
少
年
 

野
球
大
会
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

南
那
須
地
区
推
進
大
会
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明
治
44
年
7
月
26
日
生
ま
れ
の
星
ク
ラ

さ
ん
（
矢
又
）
が
百
歳
を
迎
え
、
大
金
町

長
か
ら
祝
い
金
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
黒
地
に
白
の
花
模
様
の
シ
ッ
ク

な
ブ
ラ
ウ
ス
で
、
身
の
こ
な
し
も
と
て
も

矍
鑠
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
 

　
健
康
の
秘
訣
は
、
日
頃
か
ら
自
分
で
で

き
る
こ
と
は
人
に
頼
ら
な
い
こ
と
、
食
事

も
好
き
嫌
い
な
く
家
族
と
同
じ
も
の
を
何

で
も
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
 

　
「
振
り
返
れ
ば
、
女
手
で
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
孫
や
ひ
孫
に
囲
ま
れ
て

に
ぎ
や
か
に
し
て
い
る
時
が
一
番
幸
せ
で

す
」
と
笑
顔
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
損
傷
し
た
福
島

第
1
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
た
放

射
能
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
得
る
た

め
の
講
話
が
、
7
月
19
日
、
馬
頭
総
合
福

セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
県
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
大
気
環
境
部
部

長
の
石
原
島
栄
二
氏
を
講
師
に
迎
え
、
原

子
炉
や
核
分
裂
の
仕
組
み
、
放
射
線
の
種

類
や
性
質
、
単
位
な
ど
の
用
語
の
解
説
、

半
減
期
や
人
体
へ
の
影
響
な
ど
の
基
本
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
県

内
（
宇
都
宮
市
）
に
お
け
る
上
水
の
放
射

能
の
推
移
、
空
間
線
量
率
の
推
移
、
現
在

の
状
況
な
ど
身
近
な
数
値
に
つ
い
て
の
話

を
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
小
中
学
校
の
保
護

者
や
学
校
関
係
者
な
ど
は
、
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
熱
心
に
講
話
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
 

　
温
泉
ト
ラ
フ
グ
料
理
講
習
会
が
7
月
12

日
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
行
わ

れ
、
町
内
の
旅
館
や
飲
食
店
の
調
理
人
な

ど
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
習
会
で

は
、
身
欠
き
（
皮
や
内
臓
な
ど
毒
を
持
つ

部
分
を
除
去
す
る
作
業
）
し
た
温
泉
ト
ラ

フ
グ
を
使
い
、
フ
グ
刺
し
を
器
の
模
様
が

美
し
く
透
け
る
よ
う
に
薄
造
り
に
す
る
コ

ツ
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
講
師
の
手

元
に
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
7
月
20
日
か
ら
は
温
泉
ト
ラ
フ
グ
の
本

格
的
な
出
荷
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
町
内

の
飲
食
店
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
2
、
3
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
各
店
舗
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

星
ク
ラ
さ
ん
に
 

百
歳
の
お
祝
い
 

温
泉
ト
ラ
フ
グ
料
理
講
習
会
 

放
射
能
・
放
射
線
に
関
す
る
 

講
話
を
開
催
 

５０
万
人
達
成
を
記
念
し
て
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馬
頭
広
重
美
術
館
で
は
、
今
年
の
6
月

に
入
館
者
数
50
万
人
を
達
成
し
た
の
を
記

念
し
て
、
7
月
31
日
、「
入
館
者
50
万
人

達
成
イ
ベ
ン
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
午
後
5
時
に
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
、
友

の
会
会
長
や
大
金
町
長
な
ど
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
保
存

会
に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
演
奏
の
後
は
文
化
協
会
茶
道
部

の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
呈
茶
」
と
役
場
そ
ば

打
ち
愛
好
会
に
よ
る
「
そ
ば
」
の
無
料
サ

ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、

日
本
古
来
の
「
和
」
の
テ
イ
ス
ト
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
こ
の
日
は
、
美
術
館
を
無
料
開
放

し
て
、
閉
館
時
間
を
午
後
7
時
ま
で
延
長

し
、
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
 


